
＜指標＞

単位 R1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ6

目標 4 4 4 4

実績 10 3

達成率

目標 10 10 10 10

実績 13 13

達成率

目標 60 60 60 60

実績 43 44

達成率

目標 10 10 10 10

実績 7 16

達成率

目標 10 10 10 10
実績 0 1

達成率
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達成率

目標

実績

達成率

＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

2.69 1.97

令和２度実施のアンケート結果では、「必要度」が高く、「満足
度」は低い「強化領域」に位置しており、取り組みの強化が求
められています。

市民意識調査
結果分析

アンケートの結果では、市民も「必要度」が高い領域に位置し
ており、相談体制の充実や、各種セミナー、研修会、講演会な
どの啓発活動を充実する必要があります。

令和3年度以降
の課題

新型コロナウイルス感染症対策の影響で、家庭内でのDVも増加しています。今年度実施した「男女共同参画社会づくりのため
の意識調査」では暴力を受けた人のうち58.9％の方が「相談をしなかった」と回答し、そのうちの10.3％の方が「誰（どこ）に
相談してよいのか分からなかった」と回答しています。潜在化しているDV・虐待被害者を顕在化させるためには市民が虐待に
対する認識正しい認識や相談窓口の周知など啓発をより強力に進める必要があります。
新型コロナウイルス感染症の蔓延状況に注意しながら、その時々の時勢に応じた啓発内容や啓発方法を考え実施していきま
す。

指標の分析
虐待に関するセミナーはDV、こども、高齢者について実施出来ました。配偶者のDV相談件数、高齢者の虐待相談件数鵜共に目標を達成して
います。子どもの虐待件数は目標には到達していませんが、昨年より増加しています。DV、児童その他の虐待の顕在化に向けて、市民への相
談窓口の周知や、研修、啓発を進めていく必要があります。

市民意識調査
結果

（R２調査）

領域名 必要度 満足度

強化領域

障がい者虐待の相談件数(年間)
件数

10

高齢者虐待の相談件数(年間)
件数

10

子どもの虐待の相談件数(年間)
児童虐待が疑われる場合など
の相談及び通告並びに継続対
応中の件数

件数
60

配偶者DVの相談件数(年間) 配偶者DVの年間相談件数
件数

10

虐待に関するセミナー等の開催回数
(年間)

虐待(DV、子ども、高齢者、障
がい者)の予防や対策に関せる
セミナーなどを実施した回数

回数
4

新規

指標 指標名 説明・算式・引用
実績の推移

Ｒ5

まちづくり
の方針 豊かな自然環境で市民が潤い、活力あふれるまち（生活環境）

５年後の
めざす姿

市民一人ひとりが虐待について正しく理解し、虐待が疑われる場合には警察や児童相談所などの関係機関へ速やかに相談するなどの行動が
とれるように、認識対応の啓発活動を行います。各関係機関が連携・協力しながら相談体制の構築を行うとともに、虐待の相談に適切に対応
できる人材育成の強化をめざします。

施策の
内容

警察や児童相談所などの関係機関と連携し、相談体制などの構築を行います。また、予防のための取り組みとして、事態を発生させないよう
広報啓発を行うと共に、虐待に対応できる人材を育成するため、企業を対象にした虐待に関するセミナー等を開催します。

コード Ⅶ-21-53 施策名 虐待(DV・子ども・高齢者・障がい者)予防・対策

施策の
方針

安心安全な暮らしを守り支える

臼杵市 施策評価シート 評価
担当者

課名 氏名 内線

部落差別解消推進・人権啓発課 小坂幸雄 3170
（令和２年度）
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＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

R1年度
実績

R2年度
実績

R3年度
見込み

1
子ども
子育て
課

889 1,209 1,482 継続

2

部落差
別解消
推進・人
権啓発
課

73 64 73 重点化

3

4

5

6

7

8

9

10

962 1,273 1,555 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞ ※以降の評価は、令和３年度～令和５年度の３カ年に分けて実施予定。

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

-

実施年度 内部評価

令和４年度
実施予定

-

評価のコメント 外部評価

合計

進捗状況
新型コロナウイルス感染症感染防止対応で、セミナー等は参加者を制限する形で実施をしました。また、相談体制をより
充実するために、関係各課の相談担当職員に県などのリモート研修参加の働きかけを行い相談員のスキルアップに勤め
ました。今後、感染対策などを考慮し、新しい手法での啓発活動などを考えていく必要があります。

課長評価

概ね順調
最重点施策であり、

来年度強化する

DVセミナー実施事業
DVに関するセミナーを実施し啓発し
ます。

課長
評価

公
共
５
ヵ
年

他の
関連施策

コード

乳幼児等訪問事業
不安や悩みの解消、虐待防止等の必
要性から、生後４ヶ月を迎えるまで
の家庭に全戸訪問を実施

Ⅰ-2-3

事務事業名 事業内容

担当課
※実施し
た課を記

入

課の
重点

※運営計
画記載

事業費（単位：千円）


